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訳者序文
本稿はヘイマンス・ファン・アンローイ「シアク王国に関するノート」
H.A. Hijmans van Anrooj, ‘Nota omtrent het rijk van Siak’, Tijdschrift voor
Indische Taal-, Land- en Volkenkunde, vol. 30 (1885), pp. 259390のうちの
第１章「歴史的序論 Historische Inleiding」の全訳である。
シアク王国は正式にはシアク・スリ・インドラプラ Siak Sri Inderapura
王国といい，18世紀前半にムラカ（マラッカ）海峡に面するスマトラ中部
に成立したムラユ（マレー）人の王国である。19世紀半ばにオランダ支配
下に入り，自治領として植民地支配の末年まで存続した。
シアク地域と王国はこれまで，同じスマトラ島のアチェ，ミナンカバウ，
パレンバン，またムラカ＝ジョホール王国などに比して，あまり注目され
ていない。しかし王国の支配域はムラカ海峡のスマトラ側のほぼ全域に及
んでおり，北方ではランカトなどアチェ王国のそれに接していた。また19
世紀中葉，スマトラにおけるオランダの植民地主義的な勢力拡張に重要な
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１．歴史的序論
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転機を与えた。こうした重要性をふまえると，ムラカ海峡の地域の歴史に
関わるものとしてあるいはムラユの王国として，シアク王国について概観
し検討するのは意味のあることである。
ラジャ・クチル Raja Kecilがシアク王国を建てる以前のシアク川流域の
歴史はほとんど不明である。管見のかぎり，漢籍資料中の諸地名でこの地
域に比定されるものはない。しかし，シアク地域が無住であったわけでは
ない。全体的には人口希薄で人々の居住が川筋に限られていたとしても，
この地域はけっして停滞していたわけではない。本稿で明らかにされるよ
うに，人間と物資の移動はかなり盛んであったし，海域アジアの国際交易
ともけっして無縁ではなかった。この地域にはまた明瞭な境界概念が存在
し，地域区分と住民区分は驚くほど多様で複雑である。
本稿はすでに120年前のものではあるが，シアク王国に関するまとまっ
た記述としては最初のものである。本稿以前に，本稿の中でも言及のある
ニューウェンハイゼン F. N. Niewunhuijzenによる紹介「シアク・スリ・
インドラプラの王国」 ‘Het rijk van Siak Sri Indrapoera’, Tijdschrift voor
Indische Taal-, Land- en Volkenkunde, vol. 7 (1858), pp. 388438がある。し
かし，まさにシアク王国がオランダ支配下に入った年に刊行されたものだ
けに，本稿に比して簡略なだけでなく，本稿に照らすと内容に不備がある
のはいたしかたのないところであろう。
本稿にはもちろんその後の研究によって訂正，補足しなればならない部
分があるが，この訳文ではそのような補訂はおこなっていない。なおシア
ク王国に関する最近の研究にはたとえば次のものがある。
J. Kathirithamby-Wells, ‘Siak, and Its Changing Strategies for Survival : c.
17001870’, in A. Reid ed., The Last Stand of Asian Autonomies : Responses to
Modernity in the Diverse States of Southeast Asia and Korea, London & New
York, 1997, pp. 217243.
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Timothy P. Barnard, ‘Texts, Raja Ismail and Violence : Siak and the Trans-
formation of Malay Identity in the Eighteenth Century’, Journal of Southeast
Asian Studies, 323 (2001) : 331342.
小見出しは訳者のものである。原文には小見出しは存在しないが，読み
やすさを考えて訳者の判断でこれをつけた。
本文中の（ ）は原著のもの,〔 〕は訳者の注記である。
固有名詞や述語の初出にローマ字つづりをつけた。つづり字法は現在の
インドネシア語に従いつつも，原文の特徴を残すよう努めた。たとえばク
ワラ koewala（河口）は kuwalaとし，現在の標準インドネシア語の単語
kualaとまでは改めなかった。
原注と訳注は，本文中に両者を区別しない一連番号を付し，巻末に一括
するなかでは区別を明示した。
第１章 歴史的序論
ガシプ王国
シアク Siakの古い歴史について，伝承によってさえ多くはわからない。
わかっているのは，14世紀ないし15世紀に，現在の狭義のシアクが，その
全域ではないとしても，ガシプ Gasipのラジャ raja〔王〕に支配されてい
たことだけである。このラジャたちはシアク川右岸の支流ガシプ川に住ん
でいた1)。シアク川のクワラ・マンダウ Kuwala Mandau〔シアク川左岸の
支流マンダウ川の合流地〕より上流において，見るべき規模の支流で最初
のものがガシプ川である。
ガシプはかなり強力な王国であったはずである。人々の語るところによ
シアク王国誌
― ―133
シアク王国誌
れば，その王宮の跡は，何世紀も前に破壊されたにもかかわらず，今日な
おガシプ川に面する深い森の中に認められるはずだという。またかつて王
たちのものであった武器，盆等々のさまざまな品物が時々川から流れてく
るという。もっと重要なのは，バトゥ・ガジャ Batu Gajahのバンダハラ
bandaharaが高価なクリスの柄を所有し，またタンドゥン Tandunのバン
ダハラが楯を持っていることである。彼らがこれらの品について知ってい
るのは，遠い祖先がガシプの王からカブサラン kabesaranつまり忠勤のし
るしとして賜ったということだけである。両地ともタポン・キリ Tapong
Kiri〔左タポン川〕上流部だが，タポン・カナン Tapong Kanan〔右タポ
ン川〕の人々もかつてガシプの下にあったという伝承を保持している。
以上から，ガシプの諸王はブキト・スリギ Bukit Seligiおよびブキト・
ランガ Bukit Langaまで，つまり古のミナンカバウの王国との境界まで権
力を及ぼしていたという結論がえられる。
その権力が下流ではどこまで及んでいたか正確にはわからないが，ガシ
プの諸王が自分の領域の周縁部に住み続けたとは考えにくく，ガシプ川は
海岸からあまり遠く隔たっていないのであるから，おそらくシアク川の河
口を支配していたであろう。さらに，ガシプの王国がアチェによって征服
され破壊されたのは歴史的に確かなことと考えられる。
アチェのガシプ征服
あの強力なアチェが裏切りを利用することでようやくガシプ王国を征服
できた。このことは，ガシプが当時かなり強力であったにちがいない証拠
である。伝承によれば，アチェ人は川沿いにガシプの王の居所に近づくこ
とができず，退却をよぎなくされた。ガシプ王の従属民であるオラン・パ
ンダン Orang Pandanのいく人かが王を裏切って陸路を教えなかったなら
ば，アチェ人は目的を達しえなかったといわれる。しかしアチェ人はその
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陸路に至るために，まず川を作る必要があった。彼らはこれを実行した。
この川はそれ以後今日までスンゲイ・ブワタン Sungei Buwatanつまり人
工の川とよばれている。しかしこのブワタン川は非常に蛇行しているし，
水量も多いので，まったくの人工の川ではなく，アチェの遠征軍が航行可
能にしたと見るべきであろう。それはともかく，住民の信じるところによ
れば，王を裏切った人々の子孫は誰でもガシプ川に近づこうとすると，ア
チェ人と同様に必ず波に呑まれて死んでしまうのである。
オラン・パンダンの裏切りという伝承には歴史的真実が含まれているに
ちがいない。現在いわゆるオラン・パンダンの一部をマンダウ川に見るこ
とができるのだが，彼らの元来住んでいたのが，今でもオラン・パンダ
ンの別の一部が住んでいるシアク川とカンパル川の間のプルタランガン
pertalanganであったことが，このことによって説明できる。マンダウ川
沿いに住むオラン・パンダンはガシプの王をアチェ人に売った人々の子孫
なのである。
アダト・クマナカン
ガシプの諸王の統治していた間，その王国ではいわゆるアダト・クマナ
カン adat kemanakan〔という慣習〕が支配的であった。つまり家系は女
系をたどり，そして相続に際しては家の権利が叔父から姉妹の子へ移るア
ダト〔慣習〕である。元来のアダトは男系直系相続であったが，ラジャ・
クチル Raja Kecilとそのミナンカバウ人後援者たちの侵入後に初めてこの
アダトが導入されたとするのは，とんでもない間違いである。直系相続が
見られたのは，ジョホールの影響が及んだところまで，つまり現在のシア
クの４人のパンフル panghuluの地域，換言すればクワラ・マンダウまで
に限られていた。したがって，これはジョホールから導入された新しいこ
とがらのひとつなのである。
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そして非常に注目すべきことは，ここに定着したミナンカバウ人移入者
たちが全面的に自らの古いアダトに従いつつ，ジョホール人に取って代わ
ったことである。現在のシアクで直系相続に従っているのは，ジョホール
出身者の子孫，ジョホール王国の支配下にあった者，およびミナンカバウ
人入植者に限られていて，元来の住民はガシプの諸王の時代と同様に，今
日なおアダト・クマナカンに従っているのである。
ジョホール支配下のシアク
アチェ人のガシプ王国征服の後，王宮は破壊され，戦いを生きのびた王
族はアチェに連れ去られたようである。ガシプの地は，その直後にか，い
く分のちにか不明だが，無住となり，放棄された。シアクにおいてガシプ
の諸王の末裔を捜し出すのにまだ成功していない。おそらくアチェで生き
続けているのであろう。今までの努力はガシプ宮廷のフルバラン huluba-
langの子孫であるラジャ・アマト Raja Amatなる者を捜し当てただけであ
る。彼の娘と孫娘は現在もシアクに住んでいる。
アチェ人がこの国を去ったのち，ジョホールの王がシアク川の河口を支
配したが，内陸部は王のいない連合体をなしたようである。ある時期に存
在したタポンの連合体と同様の，またたとえばリマ・コタ V Kotaのよう
に，現在なおスマトラの内陸部に存在するような連合体である。
リアウの元理事官 Residentネッセル E. Netscherがマラッカの古文書か
ら発掘した資料〔『ジョホールとシアクのオランダ人』]2) によって，ジョ
ホールの影響力がクワラ・マンダウより奥には及ばなかったことが明らか
になっている。
内陸部はどうなっていたのだろうか。
大事なのは広大な無住の森ではなく，関税を徴収することができ，また
危険な敵がジョホールへ進むのに対処することができる，ミナンカバウ地
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方に通じる主要通商路を押さえることであった。ジョホールの王によって
サバ・アウル Sabah-Aurに，関税を徴収し，王を代表するシャーバンダル
が任命された。かつては，おそらくはジョホールの王族である属王がブワ
タンに居を構えていたが，17世紀後半にはそこはこのシャーバンダルが統
治していた。その管轄区域は川の両岸に沿って伸び，右岸ではスンゲイ・
ブワタン，左岸ではスンゲイ・マンダウまでであった。
しかしながら，ジョホールの影響力はもっと強かったはずである。とい
うのも，ジョホールに従属した地域においてアダト・カマナカンが男系相
続のアダトに取って代わられたことは，ジョホールの影響力にのみ帰しう
るのである。
ジョホールの王家は1717年にラジャ・クチルによってシアクから放逐さ
れた。それがどのように行われたかは，ネッセルの『ジョホールとシアク
のオランダ人』が史料に基づいて詳しく述べている。ここでは，シアクの
現状について後に述べることがらの理解を助ける範囲で，若干の歴史的事
項について述べるにとどめる。
シアクは17世紀初めにはまだジョホールに従属していたが，このころか
らシアクはあまり意味を持たなくなったようである。少なくとも1662年に
はもはや，シアクを封地とするジョホールの王族は存在せず，シャーバン
ダルつまり王の官吏が治めていた。
ラジャ・クチル出生の秘密
17世紀末にジョホールのラジャであったスルタン・マフムド Sultan
Mahmudは，錯乱した残虐な性格の持ち主であったらしい。彼は女嫌いで
あるにもかかわらず，ある夜女のハントゥ hantu（怒れる霊）と交接した
といわれる。女の召使（側室とはいえない）で，ラクサマナ Laksamana
の娘であるエンチェ・アポン Ence Apongは，ひそかに王によって自然の
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摂理に反する欲望を吹き込まれた。そして彼女だけが王の寝所を掃除する
のが許された。ある朝，彼女がその仕事をしているとき，彼の衝動の結果
を目にし，衝動の赴くままにその見たものを飲み込み，その結果ほどなく
彼女は妊娠した（！)。しかし，スルタン・マフムドは，自分自身の奇跡
の子を生むことを命じなかった。この悪魔〔＝王〕は，高官マガト・スリ
・ラマ Magat Sri Ramaの臨月の妻に，王に供されたナンカ〔波羅蜜，ジ
ャクフルーツ〕の果実への欲望を抑えられなかった罰として，その女の腹
を切り裂くよう命じた。
マガト・スリ・ラマは，自分がスルタン・マフムドを呪い殺したならば
王位につくようにとバンダハラ・スリ・マハラジャ Sri Maharajaを説得す
るのに成功したのち，王に切りつけた。王は召使の１人の肩に担がれて
dijulangモスクに至った。それゆえこの王は，マレーの王国誌のなかでマ
ルフム・マンカト・ディ・ジュランMarhum mangkat di julangつまり「肩
に背負われて死んだ者」とよばれる。
ラジャ・クチルの放浪
ラクサマナは自分の孫（スルタン・マフムドの子？）の運命が新王の近
くにいては危険だと心配して直ちに引き取り，シンガプラ Singapuraの首
長ラジャ・ヌガラ Raja Negaraなる者に託した。ラジャ・ヌガラはこの子
をモアルMoarの王のもとに隠した。
子供はトゥワン・ブジャン Tuwan Bujangという名前になって，ミナン
カバウ人商人ナコダ・マリム Nakhoda Malimによってモアルからパレン
バンへ連れていかれた。彼はパレンバンにおいて，バトゥ・クチン Batu
Kucingのディパティ dipatiであるエンチェ・クチク Ence’ Kecik，別名ジ
ュナマル Jenamalの娘と結婚した。この結婚から，のちにラジャ・アラム
Raja Alamとして知られることになる男児が生まれた。その後彼はナコダ
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・マリムとともにパガルユンの王宮に赴いた。そこでおおいに尊敬を集め
たらしく，ヤン・ディプルトゥワン・ラジャ・クチル Yang Dipertuwan
Raja Kecilの称号をえた。
ラジャ・クチルの進軍
パガルユンの王は，ラジャ・クチルが父（？）の王位を自分の手に回復
しようとするのを支援し，シアクとジョホールに住むすべてのミナンカバ
ウ人にラジャ・クチルを援助するよう命令を下した。この命令は銅板に刻
まれた。他方アガム Agam（パシシル Pasisir)，タナ・ダタル Tanah datar，
リマ・プル Lima Puluhの各ルハク luhak（県）から，各々のルハクの人々
を引き連れた有力者１人が彼につけられた。
ラジャ・クチルはシアクの内陸部ではたいした抵抗に出会わなかったよ
うである。そこの住民，少なくともミナンカバウ出身者が，クワラで関税
を徴収する他所の王よりも，ジョホールに対抗するパガルユンの支持する
「王」の手中にあったのは当然である。
しかしサバ・アウルに至ると，ジョホールのシャーバンダルは，すべて
の者の義務である人頭税〔通過税〕を払わないかぎり，ラジャ・クチルと
その支持者たちの通過を認めなかった。そのときラジャ・クチルはあまり
金に余裕がなかったようである。少なくともその支払いをめぐってラジャ
・クチルとシャーバンダルのあいだに言葉の遣り取りがあった。ラジャ・
クチルは王家の出自であるという理由で通過税の支払いを拒否しようとし
たが，この主張のかいなく，これを支払わざるをえなかった。ラジャ・ク
チルは金でできたタリ・ウンチャン tali uncang3) の一部を切り取ってシャ
ーバンダルへの支払いとし，このとき，自分がシアクとジョホールの王に
なった暁にはお前の血を飲んでやると脅迫の言葉を吐いている。ネッセル
が触れていないこの話は，シアクに現在も存在する慣習を説明するのに重
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要である〔第３章参照]。
シアク王国の成立
ラジャ・クチルがシアクの王座にのぼる過程はネッセルが詳しく述べて
いるので，ここでは次のことがらを述べておけば十分であろう。ラジャ・
クチルはまず1717年にジョホールの王座につくのに成功した。ついで彼が
放逐したスルタンの長女トンク・トゥンガ Tongku Tengahを妻としたが，
その妹トンク・クマリア Kemariahを娶るために，彼女を離縁した。トン
ク・クマリアはマク・ブンスMak bungsuの通称で知られ，後にはトンク
・ポアン Poanとして知られる。トンク・トゥンガはブギス人海上民ダエ
ン・パラニ Daeng Paraniと結婚し，ラジャ・クチルを王座から追うため
に長兄ラジャ・ソレイマン Raja Soleimanと結んだ。ラジャ・ソレイマン
がやがてヤン・ディプルトゥワン・ブサル Yang Dipertuwan Besar〔王]，
ダエン・パラニがヤン・ディプルトゥワン・ムダ Yang Dipertuwan Muda
〔副王〕になった。
多くの戦いと軋轢ののち，ラジャ・クチルはジョホールとリアウから放
逐され，結局シアクに逃げざるをえなかった。シアクの保持には成功し，
ブワタンに居を構えた。妻トンク・クマリアも敵の手中に残さざるをえな
かった。彼女はリアウで男児を生み，ラジャ・ブワン Raja Buwangつま
り流刑者と名付けた。ラジャ・ブワンはのちにスルタン・モハマドとして
悪名を馳せることになる。
その後しばらくしてラジャ・クチルは妻子を取り返した。大胆な奇計に
よって２人を敵の手中から取り返したのち，マレーやブギスの王国誌が述
べるように，今後ラジャ・クチルがジョホールのラジャ・ソレイマンを妨
害しないという誓いを含む合意が成立した。これ以後，シアクとジョホー
ルは各々の王家のもとに並立することになる。
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ラジャ・クチルはシアクの王座についたのち，かつてサバ・アウルのシ
ャーバンダルに血を飲んでやると罵ったとおり，これを実行しようとした。
彼はシャーバンダルを連れてこさせて，血を飲めるように死ねと命じた。
シャーバンダルの友人や王のまわりの人々がこぞって願い出たことにより，
この罰は，ラジャ・クチルが誓いを破ることなく，かつシャーバンダルが
命を失わないですむよう，シャーバンダルは指を切ってその血を王に捧げ
ることに変更された。しかしシャーバンダルは職を奪われ，その配下の人々
は罪の償いとして，ラジャ・クチルとその配下の16人におのおの処女を差
し出さねばならないと定められた。プングト・プングタン pungut-pungu-
tanとよばれるこのアダトは現在もなお存在するが，これについてはのち
に第３章でもう一度触れる。
ラジャ・クチルの真実
シアクを征服したラジャ・クチルがエンチェ・アポンの子供であるはず
がなく，スルタン・マフムドの王子を偽称した冒険者以外の何者でもない
とするネッセルの合理的な推測をさらに詮索する必要はない。実際エンチ
ェ・アポンの生んだ男児はスルタン・マフムドの死後に生まれたのだが，
ラジャ・クチルはパレンバンで結婚して父となったのち，さらにパガルユ
ンの宮廷においてその王の厚意をえるためにかなり長い間滞在してから，
1717年につまり17才か18才で，ジョホールを征服したことになるのである。
のみならず，ラジャ・クチルは1745年に死ぬが，そのとき非常に高齢だっ
たのである。
ネッセルはラジャ・クチルを，1685年にシアクから放逐されたラジャ・
ヒタム Raja Hitamなるミナンカバウ人だと推定している。
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相次ぐ内紛
ラジャ・クチルが死んだのち，２人の息子が交互に２回ずつ王位につい
た。ラジャ・アラム（マルフム・ブワタンMarhum Buwatan）とスルタン
・モハマド（Mohamad，マルフム・ムンプラ Marhum Mempura）である。
結局1759年の悪名高きプラウ・ゴンタン Pulau Gontangにおける虐殺（お
そらくスルタン・モハマドの不実よりも，オランダ東インド会社〔VOC〕
の欲望に責任のある事件）ののち，スルタン・モハマド死後の1760年，ラ
ジャ・イスマイル Raja Ismailが即位した。しかし彼は1761年，１年たら
ずで追放され，VOCの支援を受けたラジャ・アラムが３度目の王位につ
いた。
ラジャ・イスマイルはプララワン Pelalawanに逃亡したが，ラジャ・ア
ラムの女婿でシアクの諸事に大きな影響力を振るったサイド・オスマン
Said Osmanに追跡された。結局サイド・オスマンはラジャ・イスマイル
をプララワンから放逐するのに成功した。これが契機となってプララワン
はシアクの領有となり，サイド・オスマンの息子サイド・アブドゥルラフ
マン Said Abdurrahmanに封地として与えられた。ラジャ・アラムは1765
年ないし1766年までスナプラン Senapelan つまり現在のプカン・バル
Pekan Baruにおいて統治し，その年そこで死去した。息子のモハマド・
アリ Mohamad Aliが跡を継いだ。VOCは1759年に破壊されたプラウ・ゴ
ンタンの拠点を，ラジャ・モハマドが裏切りゆえに罰せられ，代わってラ
ジャ・アラムが王位についたのちに，同じ場所に再建したが，モハマド・
アリの即位の直前にこの新拠点から撤退していた。
ラジャ・アラムによって追放されたスルタン・イスマイルは初め海賊を
生業としていたが，1773年一旦シアクへの侵入を試みて失敗したのち，
1776年シアクのスルタンを自称し，1779年にいたってようやくモハマド・
アリをシアクの王座から追うのに成功した。
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王座を追われたモハマド・アリはシアクにとどまってラジャ・ムダ
Raja Mudaの称号をえた。この称号は彼を拘禁する妨げとはならなかった。
彼がその後精神錯乱に陥ったため，拘禁もやむなしとされたのであった。
彼は1791年スナプランで死去した。ラジャ・イスマイルは1781年に死去し
ており（マルフム・マンカト・ディ・バレイMarhum Mangkat di Balei)，
その息子のスルタン・ヤフヤ Yahyaが跡を継いだ。スルタン・ヤフヤは
幼少だったので，前スルタンで当時ラジャ・ムダであったモハマド・アリ
の後見の下に置かれた。このころ非常に弱体化していた VOCとの関係は
一層安定した。
スルタン・ヤフヤの治世は，従兄弟で義兄弟のサイド・アリ Said Ali
（サイド・オスマンの息子）との軋轢に非常に苦しめられた。この軋轢は
結局，サイド・アリがスルタン・ヤフヤをシアクの王位から放逐し，自ら
王位につくことで決着した。スルタン・ヤフヤはカンパル川を通ってトル
ンガヌ Trengganuに逃亡し，そこのドゥンゲン Dungenにおいて死去し
た。そのため彼はその後マルフム・マンカト・ディ・ドゥンゲンMarhum
Mangkat di Dungenとよばれる。
サイド・アリ第二王朝
スルタン・サイド・アリは進取の人であった。また公正な王であったと
いわれる。彼はシアクにかなりの繁栄をもたらすことができた。さらに父
がすでに支配下に入れていた西方の属領に対してシアクの支配権をさらに
尊重させることに成功している。彼はまたシアクに現存するコタ・ティン
ギ Kota tinggiの造営者である。このかつての堅固な要塞は現在は王家の
墓地になっている。彼自身1821年そこに葬られており，彼はマルフム・コ
タ・ティンギMarhum Kota tinggiとよばれる。
サイド・アリは生前1810年または1811年に，息子のスルタン・イブラヒ
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ム Ibrahimに王位を譲った。また甥のトンク・ハシム Hasimにプララワン
を与えた。サイド・アリの兄弟でかつてプララワンを支配していたアブド
ゥルラフマンの息子がこのトンク・ハシムである。サイド・アリはさら
に別の兄弟サイド・アフマド Said Ahmadにトゥビン・ティンギ Tebing
tinggiとそのまわりの島々を与えた。サイド・アフマドはトンク・ブンス
Bungsu の名で，またトンク・パンリマ・ブサル・トゥビン・ティンギ
Tongku Panglima besar Tebing tinggiとして知られる。
スルタン・イブラヒムは父の死後遠からずして精神錯乱に陥り，そのた
め従兄弟であり義兄弟であるトンク・モハマド Mohamad（トンク・ブン
スの息子であり，スルタン・イブラヒムの姉妹トンク・マンダMandahの
夫）が，プララワンのトンク・ブサル Besarであるゆえシアクのラジャ・
ムダであるトンク・ハシムと相談の上，1827年スルタン・イブラヒムの廃
位を宣言した。他方，宮廷陰謀の結果，当然最高の王位継承権者であるス
ルタン・イブラヒムの息子たちを押し退けて，トンク・モハマドの長男ト
ンク・イスマイル Ismailがシアクの王位につけられた。まだ幼少であっ
たトンク・イスマイルは，即位式の場に手を引かれて入場した。当時７，
８才くらいだったのだろう。
父トンク・モハマド（ふつうマルフム・ブサルMarhum Besarとよばれ
る）が息子に代わって統治を行い，息子が20才くらいになってようやく統
治権を委譲した。1840年ころのことである。
内紛の頻発
トンク・イスマイルの治世を特徴づけるのは繁栄ではなかった。サイド
・アリとトンク・モハマド（マルフム・ブサル）の下である程度繁栄し始
めていた王国は再び後退した。その原因は，トンク・イスマイルの知性と
人格があまり高くないこともさることながら，内紛が頻発したためであっ
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た。王家が，そしてその結果として住民がこの内紛の犠牲になった。とり
わけトンク・イスマイルの義兄弟トンク・ウダ Uda，別名ヤムトゥワン・
ラジャ・ディ・ラウト Yamtuwan Raja di Lautの反乱が王国を非常に弱体
化させ，あたかもトンク・ウダがシアクの王位を占めているかのような状
況を呈した。しかし，トンク・ウダは自分の義兄弟であるトンク・プトラ
Putra によって放逐された。トンク・プトラは現在シアクのマンクブミ
Mangkubumiであるが，これは人々のいうところでは自ら任じているにす
ぎない。
西方の属領は，当然の帰結として，こうした状況を利用して安々と，一
時的にシアクの宗主権下から脱した。
ウィルソン事件と1858年の条約
やがてトンク・イスマイルはイギリス人冒険者ウィルソン Wilsonと結
んだ。ウィルソンは，トンク・イスマイルが国内の騒乱を鎮め属領を再び
支配下に置くのを援助することとなった。ここでは以下のことを述べるだ
けで十分であろう。ウィルソンはまもなくスルタンと対立し，ウィルソン
が全王家をシアクから放逐したのと変わらない状態になった。トンク・イ
スマイルは自らの王国を維持する最後の手段として，兄弟のトンク・パン
リマ・プラン・ブサル Tongku Panglima Prang Besarをリアウに派遣し，
オランダ政庁の援助を求めた。同じことをシンガポールのイギリス当局に
求めたのだが，1824年のロンドン条約ゆえにイギリスがこれを拒否したの
ちのことである。
かねてシアクに影響力を確保したいと願っていたオランダ政庁は援助を
与え，ウィルソンを国外に追放した。その後東インド政庁の全権代表ニュ
ーウェンハイゼン F. N. Nieuwenhuijzen〔リアウ州前長官〕とトビアス J.
H. Tobias〔リアウ州長官〕が，総督のさらなる承認をえた上で，シアク
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のスルタンおよび高官たちとの間に1858年２月１日の条約を結んだ。この
条約はその後総督の批准をえた。この条約においてスルタンは自分の国を
政庁に譲り，政庁はスルタンの属領に対する権利に保証を与えた。
現在のスルタン
シアクの最近の歴史からさらに次のことを述べておこう。トンク・イス
マイルは1864年精神錯乱のゆえを以て廃位され，当時宰相であった末弟の
トンク・シャリフ・カシム Syarif Kasimが即位した。これが現在のスルタ
ンである。その長兄のトンク・プトラ（かつてのラジャ・ムダ）は忠誠で
ないという理由ですでに解任され追放されており，またトンク・パンリマ
・プラン・ブサルはすでに死去していた。トンク・プトラは弟が即位した
のち，このスルタンの求めによって許され，現在マンクブミつまり宰相の
職についている。
スルタンと住民の関係
シアクの現状を理解するのに必要な限りでの上の簡単な歴史描写から，
王家とその従者も４スク IV Sukuも土着の人々ではないことがわかる。し
たがって彼らには土地の所有権がないのである。ラジャ・クチルがジョホ
ールのスルタンからシアクを奪ったとき，土地はすでに土着の人々によっ
て占められていたし，その手中にとどまり続けた。この所有権に対する侵
犯はすべて法を犯すことと見なされた。土着の人々がこの所有権の侵犯に
対して抵抗した諸事例がシアクの歴史の中で知られている。政庁がシアク
に権力を樹立してからは，このような抵抗はまったくおこらなくなった。
住民は全面的にスルタンの統治下にとどまっていて，政庁の官吏たちの
原住民内部の問題に対する影響力は，住民の諸権利を体系的に保護するに
はあまりに小さかった。その結果，当然ながら，住民が異議申したてを政
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庁官吏のもとに提出するのは，効果がないだけでなく，危険なことであっ
た。その訴えが仮に正しいと判断されたとしても，その人は，のちに再び
首長による審判によび出され，その大胆な行為が処罰されることになるか
らである。
したがって，住民が過酷な体制への従属を嫌うとき，取りうる唯一の手
段は逃散であった。事実これが頻発し，シアクの人々が私に語ったところ
によれば，シアクにオランダ権力が樹立されたのちに何千人も逃散し，マ
ラッカへ，あるいはブンカリス Bengkalis島へとこの国を去っていった。
このことから，住民が政庁ないし政庁官吏に不信感を抱いていないこと
がわかる。それどころか，政庁が原住民行政にもっと本質的に関与するな
らば，逃散した人々の大部分が祖国に戻ってくるだろうと，シアクの有力
者たちが保証している。
スルタンはというと，内側からの脅威に対してであれ，外部の脅威に対
してであれ，以前のように自己の地位の保全に全力を傾ける必要がなくな
った。彼は政庁がいつもそこにいて，必要とあらば実力でもって支援して
くれることを知っており，そのため今や忠実でない臣民をかつてのように
恐れる必要がないのである。この有利な地位の悪用がこれまでの程度にと
どまっているのは驚くべきことである。
マレーのラジャ
マレー・イスラム国のラジャの権力を過大評価してラジャを無制限の専
制君主と見る傾向がある。臣民の生殺与奪の権を握っていて，通常健全な
理性ではなく様々な種類の衝動がそれを行使させると見られている。こう
した専制君主は実際にはありえないのだが，それはともかくとして，マレ
ーのラジャは自分の権力を制限するきまりを尊重しなければならないので
ある。ラジャがどこまで行うことができるかは，当然ながら，ラジャの個
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性およびラジャを取り巻く精神にかかっている。ここにマレー諸国に時と
して悲惨な状況が発生する原因がある。ふつう国の制度が悪いのではなく，
その運用が悪いのである。現在シアクの王であるスルタンは世俗的なこと
がらでも，宗教的なことがらでも，自分の国に対する統治権を有している。
４スク
後述〔第３章〕のいわゆる４スクは各々の首長の下にあり，彼らの有す
る一種の自治権はかなり純粋に保持されている。これは，ラジャ・クチル
とその一党がシアクを有するに至った方法に由来する。ラジャ・クチル１
人がシアクを征服したのではなく，パガルユンの王によって彼に付けられ
た援助者とともにそれを行ったのであった。したがって，獲得した国はラ
ジャ・クチル１人に属するのでなく，彼とミナンカバウ人協力者の両方に
属するのである。
その結果シアクにおける中央権力はスルタン１人ではなく，スルタンと
高官たちの手中にある。したがって王国に関する諸規定（たとえば王国の
一部分の主権の分離）は，それが合法的であるためには，スルタンが王国
高官たちとともに定めなければならない。
したがってまた４スクの各ダトゥクが国の収入から享受するもの（シア
クではこれは本来あるべきものより少ないのだが）は，給与と見なすべき
ではなく，彼らの合法的な取り分なのである。
スルタンの収入
スルタンは統治において代理人，代表者としてのマンクブミ（かつては
ラジャ・ムダ）の補佐を受けるが，当然国の収入のうちのずば抜けて大き
な取り分を享受し，さらに王位に結びついた特権（たとえばバラン・ララ
ンガン barang laranganまたはラランガン・ラジャ larangan raja）がある。
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これは東洋に見られるだけでなく，西洋のあらゆる君主の場合にも，形態
は異なるが，見られるものである。
シアクのスルタンが享受する収入の主要なものは次のものである。
領域内諸河川沿いの輸出入関税。
トルブク trubukの漁に対する税。
通過する外来人に対する通過税。
アヘンと塩の販売，また請負。
賦役。
義務供出。
現金の徴収。
狭義のシアク地域の若干部分および西方の属領における（後者の地域の
方が主要である）スラハン serahan交易。
最初の４項目は賠償と引き替えに政庁の手に移った。また属領における
スラハン交易の実行は政庁が防止している。
さらにスルタンが欲する場合には，シアクで採集された蜜を５分の４
（しばしば４分の３）の価格で買い上げる権利がある。また無住の川筋を
第三者に供与する権利，無住の森で木を切り出す認可を与える権利，荒蕪
地を開発するために企業家に供与する権利がある。しかしながら，こうし
た権利による収入は，法に従ってつねに関係のある住民の権利の承認を伴
うものであり，その結果彼らに対する賠償を伴うものである。
バラン・ラランガン
上記のバラン・ラランガンまたはラランガン・ラジャというのは，王の
独占的財産であって誰が採集したのであれ王に供出しなければならない品
物のことである。収入というよりも臣従の証という性格のものである。そ
の品物は，まったく無価値というわけではないが，高価な品というよりも
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珍奇な品と考えるほうがよい。具体的にはガディン gading（象牙)，スン
ブ・バダク sumbuh badak (犀角)，グリガ guliga（牛黄)，ガハル・ムルパ
gaharu merupa，チュラ・トゥペイ cula tupei，タリン・ナポ taring napoh，
ムサン・チャブ musang cabuである。また龍脳もある程度これに該当する
が，他のものとはいささか性格を異にする。
 象牙
狩ったあるいは発見した牡象の牙２本のうち１本を王に供出しなければ
ならない。他の１本は狩猟者あるいは発見者のものである。スルタンが残
りもう１本も欲する場合，それに対して市価を払わなければならない。ど
ちらの場合であれ，スルタンは最初の１本の提供者にプルサリナン persa-
linanつまり１組の新しい衣類を与えなければならない。
象牙はシアクでは大小に応じて様々な価格で売られている。１対の象牙
が１ピコル以上あると，１ピコルにつき250ドル，１対が半ピコル以下だ
と１ピコルあたり150ドル，小さいものの場合は１カティあたり１ドルで
ある4)。
 犀角
犀角を発見した場合はすべてスルタンに供出しなければならない。発見
者はこれに対してプルサリナンを受け取る。
犀角は非常に需要のある薬剤であって，とくに傷や蛇に咬まれた場合に
よく効くといわれる。犀角１本の価格は平均20～60ドルである。白い犀角
はきわめて珍しく，中国人は１本に100ドルさえ惜しまない。ジャワの犀
とスマトラの犀では，前者が２角，後者が１角という違いがあると考えら
れている。しかし，信頼しうる人々によれば，シアクにも稀には２角の犀
がいるということである5)。
 グリガ
グリガつまり牛黄とは，若干の動物の体内にできることがある内臓結石
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のことである。熊，猿，蛇，山嵐その他の動物で見つかるといわれる。シ
アクでラランガン・ラジャに含まれるグリガは，とくに上マンダウで見つ
かる一種の山嵐の内臓結石である。この石を集めるのはサケイ Sakei〔サ
カイ Sakai〕人だけである。彼らはこのグリガを一部分は税として，一部
分はバラン・ラランガンとして王に供出しなければならない。理論的には
彼らは発見したグリガを全部スルタンに引き渡さねばならないのだが，実
際には大多数が密かにマレー人ないし中国人の商人に売られたり商品と交
換される。
グリガの価格は大きさによって40～600ドルである。価格は重さに比例
するのではない。宝石と同様，価値の増加率は重さの増加率よりはるかに
大きい。たとえば１リンギト ringgit（＝８マヤム mayam）の重さで600ド
ルとすると，３マヤムのものは100ドル以下でしかない6)。特別大きなグリ
ガには常軌を逸した値段がつく。シアクのスルタンは900ドルはするに違
いないグリガを持っている。グリガは胸や腹の病気に非常によく効くとさ
れるが，その価格が高いのは強い媚薬といわれていることによる。媚薬と
して袋に入れて臍の上に縛りつけたり，非常に薄く溶かして飲んだりする。
 ガハル・ムルパ
ガハル・ムルパは奇妙な形をしたガハル樹〔沈香木〕の木塊で，何らか
の動物（鳥であれ，犬，猫等々であれ）の形をしているということである。
情報提供者たちはそのようなガハル・ムルパを一度として見せたことがな
く，またシアクで見つかったことがあるとも明らかにならなかった。
ガハル・ムルパが持つとされる力は，カユ・ガハル kayu gaharuのイン
ドゥク induk（母胎）つまり一種の霊である。これを帯びて森に入ると確
実にカユ・ガハルをたくさん見つけることができるとされる。カユ・ガハ
ルは，ガハルとよばれる樹木の木片ではなく，老木となり森の中で倒れて
しまったカラス karas樹の木片であって，何らかの化学的変化によって芳
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香を持つようになったものである。しかし，枯れたカラス樹のすべてがカ
ユ・ガハルを持つのではない。他方１本から２ピコル以上も取れることが
ある。どの樹にこの芳香部分が含まれているか見分けるのに一定の熟練が
必要である。この能力を備えた人をパワン pawangといい，錫や龍脳の場
合も同じであるが，油源を見つけるアメリカの油嗅覚者のようなものと思
えばよい。カユ・ガハルの値段は品質によって１カティあたり0.50～２ド
ルである。
 チュラ・トゥペイ
チュラ・トゥペイはトゥペイ（栗鼠）のペニスの固くなったものである。
人々のいうところによれば，強い性欲に見舞われたが妻を見つけることの
できないトゥペイは，欲求を満たすために椰子の木または竹にペニスを突
き刺すことがある。しかし，その後で引き抜くことができないため，死ん
でしまう。ペニスは穴の中で硬化する。こういうことが実際ありうるかど
うかは専門家の判断に委ねざるをえないが，そのようなチュラが存在する
のは事実である。それは非常に強力な媚薬になるといわれ，それを身に着
けているだけで効果があると人々はいっている。
 タリン・ナポ
タリン・ナポはナポ（鼠鹿）の犬歯が円形に奇形化したものである。ナ
ポはプランドゥク pelanduk（またはカンチル kancil〔鼠鹿]）とキジャン
kijang〔子鹿〕の間くらいの大きさの動物で，その分布はスマトラとその
まわりの島々に限らるようである。このタリンは指輪にして身に着け，マ
レー人はこれをプリアス peliasとよび，これを着けている人は不死身にな
る。きわめて珍しいものである。バラン・ラランガンに含まれない，別の
プリアスにはスマンブ・ソンサン semambu sonsangつまり異常な成長を
して１つないし２つ以上の節ができたスマンブ〔呂籐]，ブンタト・トゥ
ンブ・ニウル buntat tumbuh niurつまり椰子の実の化石化した核などがあ
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る。
 ムサン・チャブ
ムサン・チャブは白いムサン〔麝香猫〕で，見つけたなら必ずスルタン
のもとに持っていかねばならない。この小動物はきわめて珍しいという以
外に何の値打ちもない。あまりに珍しいもので，私はこれを見たという人
に会ったことがない。
 龍脳
龍脳は，スルタンの特別の許可なしに何人も採集してはならないという
限りでバラン・ラランガンに含まれる。優秀なパワンが同行することが確
実でない限り，スルタンは許可を出さない。このような人だけが樹を外か
ら見てその中に龍脳があるかわかるからである。パワンへの報酬は一定で
なく，そのたびに決められる。スルタンが自分の取り分としたい量もまた
一定の決まりがない。
龍脳の採集には特異な慣習がある。龍脳を捜しに出ている間，身体を一
部分たりとも洗ってはならず，同行者同士マレー語にまったく似ていない
言語（いわゆる龍脳語）を用い続けねばならないといったことである。こ
れについてはバタク人の場合と比較する必要があるだろう。採集者たちは，
パワンの夢の中に龍脳のハントゥ（女霊）が現れて龍脳採取のために取る
べき方向を指し示すまで，森の中深く入っていく。パワンが夢の中でこの
霊と交接するようなことがあると，それは異常に大量の収穫が約束された
ことを意味する。
蜜の採取
蜜の採集でもシアクには若干の慣習がある。これもここで述べておく
のが良いだろう。シアラン sialangつまり蜜の樹は，自分のスクのウタ
ン・タナ utan tanah〔森林地〕に立っていれば，通常それを見つけた人の
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ものである。別のグループが所有する森の中で蜜の樹を見つけた場合，
発見者は，１回だけその樹の蜜を全部取るか，または，自分が選んだ枝
１本の蜜を終生手に入れるか，どちらかが認められる。その後でその樹
は，そのウタン・タナが属する首長（パンフルまたはバティン batin）の
ものとなる。
ある樹の蜜を採取すると，それを３分する。１は樹の所有者，１は樹
に登った者，１は樹の下で見張りをし蜜を受け止めた者のものになる。
後２者の仕事は非常に危険である。高く直立するシアランの滑りやすい幹
に杭を打ち込んで登るのは当然ながら大変危険である。その下で見張りを
するのは，虎や熊がその蜜と蜜を求めてやってくるので大変危険であ
る7)。
ふつう次の樹種に蜂が住み，シアランになる。海岸の近くではプレイ
pulei，クンパス kempas，カユ・アラ kayu arah，バビ・クルス babi kurus。
内陸ではこれらに加えてルンガス・マヌク rengas manuk，チュンプダク
・アヤル cempedak ayar。シアクにはふつうの蜂つまりルバ lebah以外に，
枝に巣をぶら下げるのでなく，穴の中に巣を作る別種の蜂がいて，これを
ヌルアン neruanという。蜜採取における上記の慣習はヌルアンの場合
には適用されない。誰でも，何の束縛もなくそれを取ることができる。
ワリとしてのスルタン
先にのべたように，スルタンはその領域内において世俗的最高位である
だけでなく，同時に宗教的な最高位も兼ねている。すなわち，ムスリムの
王がすべてその領域内においてワリ waliであるように，シアクのスルタ
ンは自分の王国においてワリである。したがって，シアクのスルタンがワ
リであるところでは，彼はその地のラジャであり，他の者がワリであると
ころでは彼はラジャではない。
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シアクのスルタンは現在狭義のシアク全域，これに付随する島々，タナ
・プティ Tanah Putih，バンカ Bangka，クブ Kubu，またタンジョン Tan-
jong，シ・パレ・パレ Si Pare Pare，パグラワン Pagurawanにおいてワリ
であるが，タポン地区やパネイ Paneiからタミアン Tamiangに至る西方属
領ではワリではない。
しかしスルタンはワリの職を自分では実践せず，諸モスクのイマム
imamとカティブ khatibにその権限を代行させている。モスクつまりミシ
ギト missigitが存在するのは，シアク，プカン・バル，ブキト・バトゥ，
ブル・バクト Buru Bakut，スカト・バカウ Sekat Bakau，ブンカリス島の
諸カンポン，ムルバウ Merbau，トゥビン・ティンギ Tebing tinggi，タナ
・プティ，クブ，バンカである。そのためシアクはある意味で教区に分か
れている。
宗教税
各モスクが各々の収入を徴収する。宗教税がミシギトとよばれる非常に
質素な小さい建物の維持に充てられ，その残りは宗務職の者への支払いに
充てられる。ミシギトの上流で集めたものはイマムの，下流のそれはカテ
ィブの取り分である。
シアクで徴収される宗教税はザカト dzakatとピトラ pitrahである。ザ
カトはすべてのマレー人からパディ padi〔稲穂〕と現金で集められる。パ
ディについては，各ラダン ladang〔焼畑〕の10％限りとされている。１ラ
ダンが400ガンタン gantang8)以上を産する。しかしながら，徴収はかなり
恣意的に行われるように思われる。時には20％がザカトとして取り上げら
れ，またこの税はイスラムの定めに反してしばしば強制的に徴収される。
同じくイスラムの定めに反して，シアクではミシギトの近くに住む人の金
曜日の礼拝への参加は刑罰の脅迫のもとに行われている。現金と高価な品
シアク王国誌
― ―155
物（女性の装身具は除く）は毎年2.25％を断食月にザカトとして納めなけ
ればならない。
ピトラはザカト・バダン dzakat badanともいい，生きているすべての人
が，断食月に１人１ガンタン・バグダド gantang Bagdadつまり約３チュ
パク cupak8)の米を納めなければならない。そのとき米の収穫前で米を持
っていなかったなら，必要な米を買って納めなければならない。
ザカトは徴収されるが，ピトラはモスクでイマムまたはカティブに手渡
さねばならない。
奴隷制
シアクの内部事情に移る前にここで，この国に今なお存在する奴隷制と
債務奴隷制について記しておこう。
奴隷制は今なお存在する。しかし1858年の条約において政庁は奴隷取引
を禁止しており，その政庁の影響力によってほとんど存在しなくなった。
私が入手した情報によれば，現在奴隷の人数は30人以下である。そのすべ
てはかつて連れてこられたバタク人またはシャム人の奴隷の子孫である。
かつての奴隷は，自ら解放を買い取るか，主人によって解放されるか，あ
るいは，他人に譲渡されて（相続の場合は含まない）債務奴隷になったり
して消滅した。若い成人女性の奴隷の場合の解放金は60ドル，若い成人男
性の奴隷では40ドルだが，その他の奴隷の場合，両当事者が合意すれば，
支払われた額は非常に低かった。
この国の奴隷の運命は，イスラム法が適用されるところではどこでもそ
うだが，あまり厳しいものではない。現在なお奴隷が保持されている場合，
それは，奴隷が相当な価値の資産を意味し，かつ待遇が悪いとこの資産が
無に帰してしまうような場合である。
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債務奴隷
債務奴隷の場合は資本はあまり必要でなく，また債務奴隷から可能な限
りの利益を引き出そうとするものである。債務者が万一死亡したり逃亡し
た場合の十分な保障なしには金を貸したりしないのが普通だからである。
したがって資本が危険になることはほとんどない。
ある人の債務も債務奴隷という身分も当然相続されない。相続人が首長
（ダトゥク，パンフル）の前であらかじめ，その負債の公正な精算に責任
があると認めていた場合にのみ，相続人に継承される。
通常20ドル以下の負債ではだれも債務奴隷になることに同意せず，かつ
判決による以外はこれを強制できない。
ある人が債務奴隷身分に陥ると，債権者はその人とその家族に屋根，食
べ物，着物を与えなければならず，そして労働の対価として，労働力１人
１ヶ月につき１ギルダーずつ債務が減少する。債権者がダトゥクその他の
首長である場合は，この債務の減少はおこらず，債務はすべて現金または
品物で返済しなければならない。債務奴隷はたとえば主人のためにラダン
を作ることによって債務が返済できるようにされる。その収穫の一部分は
自分の，一部分は主人のものとなり，自分の取り分のうち必要としない部
分を債務返済に充てることができるのである。
債務奴隷身分はシアクでは恐ろしいほど高い比率で存在し，不健全な経
済状況の結果さらにひどくなっている。人口の３分の１以上が債務奴隷と
いわれている。ただしこの推定がどれだけ事実に近いか調べることができ
なかった。
むすびにあたって
以上の概観をふまえて第２章以下に次の点について述べる。
１．シアクの領土の区分，および土地に対する所有権とそれに由来する権
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利と義務。
２．住民の区分と分布。
３．その次にタナ・プティ，バンカ，クブ，またタポンの諸地区に関する
ことがらを述べる。
なお本稿は，シアクの現状を描写し，またその現状をもたらした原因を
明らかにしようとする最初の試みであることを強調しておきたい。文献を
参考にすることはできなかった。本稿の記述は，シアク現地における若干
の観察結果の要約以外のなにものでもない。必要な場合にはいくつかの観
察結果が結合されている。
今後明らかにしなければならないことがらが多く，また後に加筆訂正す
べきことも多いであろう。
最後に次のことはいくら強調しても強調しすぎということがない。以下
に記述する状況は，半文明国のなかでも第一等とはとてもいえない国にお
いて見出されたものであって，この国には，住民の諸権利を十分保護する
ものではないとしても，少なくともそれらを確認することのできる成文化
したアダトが欠如している。さらに元来の状況は，一方で恣意的なそして
時に劣悪な行政によって，他方で忍耐強さのために，正義と悪，また善い
要因と悪い要因が，解きほぐしがたい混乱状態になっている。そして確実
なことは，シアクという言葉の中に暗示されている謎のすべてを解くまで
にはまだまだ多くの時間と研究が必要だということである。
注
1) 訳注 本稿では左岸と右岸はオランダ語および日本語の用法に従う。し
たがって上流に向かって右 kanan，左 kiriを表現するスマトラ東海
岸における用法とは左右が反対になる。
2) 訳注 E. Netscher, De Nederlanders in Djohor en Siak : 1602 tot 1865, His-
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torische Beschrijving〔ジョホールとシアクのオランダ人，1602年か
ら1865年まで，歴史的叙述]，VBG 35（1870)．
3) 原注 タリ・ウンチャンはキンマ，タバコ等々を入れる一種の背嚢。
4) 訳注 １ピコル pikol＝100カティ katiは約61.8キログラム。
5) 原注 いわゆる信頼しうる人々のこうした情報はあまり重視されていな
い。それはスマトラにおける野性馬の出現という情報と同程度の
信頼度である。
6) 訳注 １リンギト＝８マヤムは約20.7グラム。
7) 原注 実際にはそれほど危険ではない。
8) 訳注 １ガンタン＝８分の１ピコル。１チュパク＝４分の１ガンタン。
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